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No.43611全国そして世界へ：成長を続ける当社は、民需開拓のため全国各地の販売拠点づく
りに乗り出す。大正2年に福岡出張所、翌3年に大阪出張所を開設。三井物産とも契
約を結び、販売網は全世界へと伸びる。生産体制も充実し従業員も450名を超えた。

fjk.ocdept@jp.fujikura.com先端技術総合研究所

マルチコアファイバの
長尺化技術の開発

当社は、単一母材から100km以上のマルチコアファイバ

（Multi-core fiber : MCF）の作製に成功し、7月にシンガ

ポールで開催された情報通信関係の国際学会

Opto-Electronics and Communications Conference 

(OECC) 2017のポストデッドライン論文※1で、日本電信

電話株式会社殿より発表された4コアMCFを用いた大

容量伝送実験[1]に貢献しました。

現在、データ通信容量は世界的に増大を続けており、近

い将来、既存の光ファイバの伝送容量の限界が顕在化

します。この限界を打破するため、1本の光ファイバ内に

複数のコアを持つMCFが盛んに研究開発されていま

す。このような背景の中、弊社では、以前よりMCFの研究

開発を行っており、実用化に向けた成果の1つとして、外

径125μmの4コアMCFを1本の母材から100km以上

作製することに成功しました。本MCFは、既存のシング

ルモード光ファイバと同等の外径と光学特性を持つこと

が特長であり、４つのコアで所望の光学特性を安定して

全長で満たすために、コア部材の特性変動や、コア部材

を詰め込む母材の外径、孔径について細心の注意を払

う必要がありました。そこで、各作製工程において、コア

部材の光学特性をシミュレーションし、フィードバックを

かけることで、全長に渡り安定した光学特性を実現しま

した。我々は、今後のブロードバンドサービスの発展を

支える将来の大容量光ネットワークの実現に向け、事業

化を意識した研究開発を行っていきます。なお、本研究

は、国立研究開発法人情報通信研究機構の高速通信・

放送研究開発委託研究／革新的光ファイバの実用化に

向けた研究開発の一環としてなされたものです。

大阪出張所千駄ヶ谷本社

[1] T. Matsui et al., OECC 2017, PDP2 (2017)
※1 一般論文投稿締め切り後（ポストデッドライン）に受け付けられる論文で、
極めて高い評価を受けた研究成果のみが報告の機会を得ることができる。
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● 作製した4コアMCFの断面
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高放熱FPC

FPC（フレキシブルプリント配線板）においてLED等の発

熱部品を実装する場合、部品の熱を逃がすため放熱構

造が必要となります。一般的には部品実装部の裏面に

金属補強板を接着剤で貼り合わせる等の方法により放

熱構造を実現しています。当社で開発した新構造では

両面銅箔のCCL（銅張積層板）を用いて片面に配線層、

反対面に厚導体の放熱層を設けることで金属補強板を

使用することなく部品の放熱を行うことができます。

更に、CCLのベースフィルムに熱伝導性の高い材料を

使用することで1mm厚の金属補強板を貼った場合と同

等以上の放熱性能を70μmの放熱層で達成しました。

この新構造は従来と同等以上の放熱性能をもちなが

ら、薄型化、軽量化、コストダウンが望める上、折り曲げ

加工も可能と様々な利点があり、今後、放熱が必要な

様々なFPCへの応用を期待しています。

● 放熱FPC構造模式図● 従来構造と新構造のLED表面温度

発熱素子：白色LED, 電圧：2.9V, 電流：250mA
LED点灯後、温度が一定になった時点の表面温度を
サーモグラフィにて測定
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電子情報通信学会
マイルストーンに選定

電子情報通信学会は創立100周年を記念し、この100年間に本学会で議論

された研究開発の中から、我々の社会や生活、産業、科学技術の発展に大

きな影響を与えた研究開発の偉業をマイルストーンとして選定し、9月15

日の記念式典にて顕彰しました。光ファイバの部門から光ファイバ基礎技

術の偉業として、小山内 裕による「GeO2ドープ石英と低OHによる長波長

領域での低損失ファイバ」が選定されました。小山内氏は1976年に当時日

本電信電話公社（現ＮＴＴ）の堀口正治氏とともに本学会の業績賞を受

賞しており、フジクラで極低損失ファイバの製造を通して現在の使用波長

域の有用性を示しました。さらに光ファイバケーブル化技術の偉業として

吉村正道、高田寿久、田中重信による「通信ケーブルのSZより方式」が選定

されました。SZより方式はフジクラの三氏によりメタルケーブルの画期的

な製造方式として発明され、1968年に大河内記念技術賞を受賞しており、

この技術は現在の光ファイバケーブルにおいても活用されています。 wwwadmin@jp.fujikura.com開発企画部
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超多心光ファイバケーブル
3456心Wrapping Tube CableTM(WTCTM)リリース

当社独自技術である12心間欠固定型光ファイバリボン

Spider Web Ribbon®(SWR™)を実装した3456心WTC

をリリースしました。柔軟性に優れたSWRを使用する事

で、超多芯でありながら、世界に類を見ない細径・軽量・

高密度な光ケーブルを実現しました。WTCはジェリーの

ないフルドライ構造で、またSWRに施したリングマーク

による識別性とSWRを複数本束ねユニットとする熱融

着バンチングの採用により容易な光ファイバ取り出し

性、そして12心一括融着接続技術により、従来型光ケー

ブルに比べ施工時間を短縮します。

近年、動画配信・クラウドサービスが普及する中、5G・

IoTにより光ファイバネットワークのさらなる大容量化

が求められています。特に世界の大都市では地下管路

の不足が顕在化し、限りあるスペースに超多心光ケーブ

ルを布設したいという要求が強まっています。超多心・

超細径な3456心WTCはそうした顧客ニーズに応えるこ

とができるケーブルとして活躍が期待されています。

fjk.csr@jp.fujikura.comCSR推進室

ビオガーデン「フジクラ 木場千年の森」が
「江戸のみどり登録緑地（優良緑地）」に初登録

当社は、2011年11月に本社敷地内にビオガーデン「フジ

クラ 木場千年の森」を創設し、以来生物多様性確保への

取り組みを進めてきました。このたび、当社の取り組みが

高く評価され、東京都が新しく制定した制度「江戸のみど

り登録緑地」の最初の優良緑地として登録されました。

この制度は、建築物等の敷地において、東京に自然分布

している植物（在来種）を植栽することで、昆虫や鳥など

の動物も含め、東京の生きものに適した環境を回復させ

るための取り組みとして、東京都が制定した在来種植栽

登録制度です。

当社は、引き続き東京都が進める取り組みに協力すると

ともに、木場千年の森を通じ地域の皆様とのコミュニ

ケーションにつとめてまいります。

144心熱融着
バンチングユニット 3456心 Wrapping Tube CableTM
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28gコネクタ単体重量

新製品
CM09Y

36g

φ23mmコネクタ外径 φ28.5mm

1A/コンタクト

－25℃～＋70℃

プッシュオン・ターンオフ方式（ワンタッチロック）

IP67（嵌合時）

定格電流

DC30V定格電圧 DC24V

AC500V(r.m.s.)　/1分間耐電圧 AC1500V(r.m.s.)　/1分間

使用温度

AWG24～28（圧着結線）適合電線 №1、2：AWG20～22（圧着結線）
他：AWG24～28（圧着結線）

芯数 25

嵌合方式

25、32

防水性

従来品
CM09

項目

小型軽量 防水丸形コネクタ 
CM09Yシリーズ

● 図：外観（左からケーブルレセプタクルハーネス、プラグハーネス、レセプタクル）

ddk.contact@jp.fujikura.comコネクタ開発部

CM09Ｙは、従来品CM09を小型・軽量化した製品です。

金属部品の樹脂化及び部品点数削減によりプラグコネ

クタ単体で約20%、コネクタ部全体で約40%の軽量化を

実現しました。部品点数を削減したことで、組み立て加工

工数も約20%改善します（CM09比較）。樹脂化は、金属

スリーブ＋樹脂一体成形を採用。耐ノイズ性は、CM09同

等以上を実現しました。コネクタ単体だけでなく、細径

ケーブルを採用したハーネスでも供給できます。

製品仕様


